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１．はじめに 

近年，新たなモバイル端末としてスマートフォンやタ

ブレット端末等のスマートデバイスの普及，そして携帯

電話網や無線 LAN の広がりに伴い，電子会議，

BBS(Bulletin board system) ， Blog(Weblog) ， そ し て

Twitter[a][1]や Facebook[b][2]を代表とする SNS(Social 

networking service)などのインターネット上のサービスを

様々な場所から手軽に利用することが可能になった． 

しかし会議室を自前で持つ組織では，会議を会議室で

行っている事が多く [3]，フィールドワークや現地調査な

ど現地で情報を収集する場合でも，会議を現地で行わず

に会議室で行う場合が多い． 

現地での会議が行われない理由として，現地の環境は

会議室と比べリソース（電源だけでなく PC や LAN やプ

ロジェクター等）がそろっていない場合があること，代

わりにモバイル端末を現地に持参し使用したとしても，

バッテリー駆動時間の制限や画面の広さの制約があるこ

とが考えられる． 

しかし，最近のモバイル端末は，バッテリーの平均駆

動時間はノート PC（ラップトップ）では 4 時間台，タブ

レット端末では 8 時間台と向上し，かつ画面サイズもノ

ート PCでは 17.3inches，タブレット端末では 11.6inchesの

製品もある[4]．また解像度は，例えば iPad（Retina ディ

スプレイモデル）では 2,048 × 1,536ピクセルの解像度で

あるため[5]，数年前の PC のモニターと遜色なくなって

きている[6]．  

そこでタブレット端末を使い，ネットワークを介して

様々な場所から情報を収集し新たなアイディアを生み出

していく発想支援システムと，会議をインターネット上

で実施できる電子会議システムとを同時に利用すること

で，取材だけでなく発想や会議も現地で実施する機会が

増えると考えられる．  

本稿では，タブレット端末を使い，フィールドワーク

（現地取材）も含む発想支援で代表的な手法の一つであ

る KJ法[c][7]を適用した発想支援システムおよび電子会議

システムを活用して「取材」「発想」「会議」を全て現

地で実施する手法を提案する．  

本稿では，まず２章で対象モデル，３章で関連研究に

ついて，４章で実現手法，５章で考察，最後に６章で本

稿のまとめを述べる．  

２．対象モデル 

ここでは，取材から会議までのプロセスと作業フェー

ズの特徴について述べる． 

本稿で対象とする取材から会議までのプロセス，およ

び素材収集から文章化までの作業フェーズと KJ法[7]との

対応関係とを図 1に記す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 対象のプロセスと作業フェーズ 

 

（１） 取材 

 定性的な情報を素材として収集し蓄積すること．現場

での見聞きやインタビューの実施，モバイル端末を利用

した写真や音声や動画の記録，ネットワーク上の電子媒

体の収集作業などが考えられる．この作業はコミュニケ

ーションをとる必要はなく，いつでもどこでも情報を収

集し蓄積することができる． 

 

（２） 発想 

 素材となる情報から新たなアイディアを生むこと．テ

ーマにそって素材となる情報をラベル化し，主張の似た

ラベルを集めグループ化(島作成)し，そのグループに表札

（島名）を付け，島名や島の関係を基に文章化を実施し

文章を作成する．この作業はコミュニケーションをとる

必要があるが，一ヶ所に集まることもネットワークを介

して分散して実施する事も可能である． 

 

（３） 会議 

 作成された文章を基に結論を出すこと．複数の参加者

が作成している文章についてコメントを出し，文章を完

成させていく．この作業は発想と同様に，コミュニケー

ションをとる必要があるが，一ヶ所に集まることもネッ

トワークを介して分散して実施する事も可能である． 

 

 

 

取材 発想 会議

ラベル作成 島作成 文章化

取材から会議までの流れ

作業フェーズ
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a) Twitter は Twitter, Inc.の登録商標である． 

b) Facebook は Facebook, Inc. の登録商標である． 

c) KJ法は(株)川喜田研究所の登録商標である． 



 

 

３．関連研究 

ここでは，取材から会議までを実施するためのシステ

ムについて述べる． 

野外発想支援システム[8]は，フィールドワークによっ

て収集したデータ（テキストや画像や音声）を京大式カ

ード[9]データベースで管理するシステムであり，KJ 法の

ラベル，京大式カード，写真（デジカメでとった静止画

像）の間の相互検索が可能である． 

しかし野外発想支援システムは，取材は PDA を使用し

て現地で行うが，発想および会議は，会議室の据置型の

PC 端末を使用していることから，取材から会議までをシ

ームレスに行うことはできなかった． 

G-Pad[10]は，複数台のタブレット端末を結合・分離す

ることで発想法のための作業空間を柔軟に拡張するシス

テムである． KJ 法で使用するラベルの数が多くなった場

合に複数台のタブレット端末を結合して画面を広くする

ことが現地で可能になった． 

Quiccamera[11]は，手軽な画像投稿を意識した描画編集

システムであり，災害時の現場のようにキーボード入力

がしづらい現地環境での取材のため，カメラ付きのスマ

ートデバイスを使い，写真データに手書きや絵文字，テ

キスト入力のメモを書き加え，ワンタッチで送信できる

など，より現地の環境に適したものである．スマートデ

バイスは指で入力できるタッチパネルを使用しているた

め専用ペンが不要となり，手軽に文字を入力し写真や手

書きの文字を投稿することが可能になった．  

GUNGEN-Web[12]は，ネットワークを介して Web ブラ

ウザ上で遠隔地を含めた分散 KJ 法を実現したシステムで

ある．居室内に固定化された PC端末だけでなく，スマー

トデバイスにも対応しており，取材で集めた情報をサー

バに蓄積しラベルを作成することができる．また G-Pad

と Quiccamera とを組み合わせることで，取材から発想ま

で実施することが可能になるが，KJ 法の島作成までしか

対応しておらず文章化する機能はない． 

RemoteWadaman-Web[13]は，Web ベースの遠隔ゼミナー

ル支援システムであり，分散環境で電子会議を実施する

ことが可能である．議論の対象となるドキュメントや画

像を作成しアップロードして会議を実施する機能を持ち，

複数のカーソルを表示してドキュメントや画像を指し示

しながら Chat 機能でコメントを出し会議を行うことが主

な特徴である． 

そこで RemoteWadaman-Web の機能を活用することによ

り G-Pad，Quiccamera，そして GUNGEN-Web と連携して

取材から会議までをシームレスに実施する手法を提案す

る． 

４．実現手法 

ここでは，機器構成，各作業フェーズでの実現例，課

題について述べる． 

 

4.1機器構成 

 機器構成（図 2）は，写真データ収集用の Quiccamera

サーバ，素材収集から島作成まで実施する G-Pad 機能付

き の GUNGEN-Web サ ー バ ， 文 章 化 を 実 施 す る

RemoteWadama-Web サーバ，ユーザが持参するスマート

デバイス（スマートフォンまたはタブレット端末）から

構成されており，無線 LAN や携帯電話網，インターネッ

ト等のネットワークを介して接続する． 
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GUNGEN-Web

（G-Pad機能付き）サーバ

Quiccamera

サーバ
RemoteWadaman-Web

サーバ

無線LANまたは携帯電話網

 
図 2 機器構成 

 

4.2 各作業フェーズでの実現例 

 ここでは素材収集から文章化までの各作業フェーズで

の実施例について述べる． 

 

（１）素材収集 

 Quiccamera サーバはスマートデバイスからの画像情報

の投稿を扱い，GUNGEN-Web サーバはスマートデバイス

からのテキストからのテキスト情報の投稿を扱い，画像

データは Quiccamera サーバから GUNGEN-Web サーバに

転送される（図 3）．  
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図 3 素材収集時の環境 

 

 ユーザは，スマートデバイスを用いて撮影した後，画

像に対してその場でメモのような簡単なコメントや説明

などを入力した画像情報（図 4）を Quiccamera サーバへ

投稿する．Quiccameraサーバは、その後 GUNGEN-Web サ

ーバへ画像情報を転送する． 

また，直接 GUNGEN-Webサーバへアクセスし，ソフト

ウェアキーボードでテキストを入力し投稿する事も可能

であり，ユーザはいつでもどこでも情報を収集し蓄積す

ることができるようになる． 



 

 

 
図 4 画像情報の例 

 

（２）ラベル作成 

スマートデバイスと GUNGEN-Webサーバを使い，ラベ

ル作成を実施する（図 5）． 

 

Network

GUNGEN-Web

サーバ

ラベル情報・コメント

スマートデバイス  
図 5 ラベル作成時の環境 

 

素材収集フェーズで GUNGEN-Webサーバに予め蓄積さ

れたデータがあれば，ユーザは簡単にラベルへ変換でき

る． 

ラベル作成フェーズ中に，現地で新たな情報が発生す

る可能性があるため，GUNGEN-Web ではラベル作成フェ

ーズでも情報を入力する機能がある．ユーザはこの機能

を使いラベルを作成することができる． 

また GUNGEN-Web の Chat 機能によりコメントを共有

することが可能である． 

 

（３）島作成 

タブレット端末と GUNGEN-Webを使い，主張の似たラ

ベルをグループ化し，グループ化した島に島名を付ける

（図 6）． 
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図 6 島作成時の環境 

 

 ユーザは，タブレット端末 1 台 1 画面で作業すること

も可能であり，G-Pad機能によりボタン操作一つでタブレ

ット端末の画面を結合させタブレット端末 2 台 1 画面に

して広く画面を使用して作業することもできる． 

 またラベル作成時と同様に GUNGEN-Web の Chat 機能

によりコメントを共有することが可能である． 

 

（４）文章化 

 GUNGEN-Web の結果を見ながら，RemoteWadaman-Web

でのゼミ機能を利用して文章化を実施する（図 7）． 
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サーバ
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サーバ
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島作成結果
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図 7 文章化の環境 

 

ユーザの 1 人が文章作成者として島作成結果から文章

を作成する．その作成途中の文章は RemoteWadaman-Web

によって共有化され，その文章について RemoteWadaman-

Web の Chat と用いて他のユーザがコメントする．文章作

成者は，RemoteWadaman-Web の Chat のコメントや Web

ブラウザの別タブの島作成結果のラベルや島名のテキス

トをコピーして文章にペーストするなどして文章作成に

役立てる． 



 

 

4.3 課題 

 スマートデバイスを使用し，複数のシステムやツール

を組み合わせることで，取材から会議まで全て現地で実

施可能であることがわかった．しかし下記 3 点の課題が

残っている． 

 

（１）文章化機能 

素材収集から島作成までは既存システムを利用してシ

ームレスに実施できる．島作成結果を用いて文章化する

場合，GUNGEN-Web の結果を見ながら RemoteWadaman-

Web で文章を作成していくことになるが，GUNGEN-Web

の情報をどのようにして RemoteWadaman-Web へ引き渡す

のか，その手段が定まっていない．今回 Web ブラウザの

タブ機能を利用し， RemoteWadaman-Web のタブと

GUNGEN-Web のタブの切り替えおよびコピー＆ペースト

で文章を作成することを提案したが，実際に使用して他

の手法との比較検討が必要である． 

 

（２）分散型での対応 

ロケーションは，対面型（現地の１ロケーション）の

場合だけでないため，参加者が異なる場所に存在する分

散型への対応も考慮する必要がある．分散型でも，取材

から会議まで全員が異なるロケーションの場合や，発想

や会議の場合だけ現地の一ヶ所と会議室の一ヶ所の２ロ

ケーションの場合など複数のパターンが考えられる．

GUNGEN-Web の Chat機能と RemoteWadaman-Webの Chat

機能はそれぞれ独立しており全ての作業フェーズ共通で

使えるわけではないため，分散型の場合，携帯電話や

Skype[d][14]などのコミュニケーションツールを併用する

必要があると考えられる． 

 

（３）ユーザ操作の挙動 

爰川ら[10]の報告によると，対面型で G-Pad（2 台で 1

画面）を実施している場合，各ユーザが操作する端末を

分担または独立して使用するケースがあった． 

①１人のユーザが操作，その他ユーザはコメント 

島名の入力操作を一人のユーザに委ねる形で操作し，

他方がそれに口頭でコメントするケース． 

②G-Padでグループ化後，後の操作は分担 

ある程度ラベルの配置が定まってきた後，島の作成，

島名の入力は，ユーザがそれぞれ自分の近くの端末で入

力を実施するケース． 

③端末を持って操作 

端末を各ユーザが手に持って独立に操作するケース．

画面を広く使うことよりも，相手のペースに合わせるこ

となく自身のペースで操作を実施する． 

 上記①は通常の G-Pad の使い方の１手法と考えられる

が，②③は G-Pad のように大きな 1 画面での使用よりも

分担作業を優先した使い方に思われ，今後の発想段階で

の運用の在り方を検討する必要がある． 

 

５．考察 
  文章化機能については今回 Web ブラウザのタブ機能を

利用したが，コピー＆ペーストのたびにタブの切り替え

が複数発生する事が考えられ，手間がかかることが予想

される．島名を自動的に文章へ最初から入れておくなど，

島作成結果から文章化へ移行する際にどのようなデータ

を引き渡すのかが今後の検討課題と考えられる． 

 

 分散型で行う場合，コミュニケーションツールとして

携帯電話や Skype などが考えられるが，フィールドワー

クなど現地で実施する場合に取材から発想・会議まで統

一的なコミュニケーションツールとして何が適切なのか

複数の分散型での運用形態を整理し検討する必要がある． 

 ユーザ操作の挙動については，ユーザの嗜好やスキル，

さらにはユーザ間での役割分担によって，複数台の端末

を一体あるいは独立に使い分ける様々な運用形態が考え

られる．各運用形態に対して更に検討が必要である． 

 

６．まとめ 
 タブレット端末を使い，発想支援システムや電子会議

システムを活用することで取材から発想・会議まで全て

現地で実施可能であり，その手法を今回提案した．その

結果，文章化機能，分散型での対応，ユーザ操作の挙動

については課題があることがわかり，実験の方法や要件

の整理など検討する必要がある． 

 今後は，これらの課題について実験を行い，必要な要

件をまとめシステムの開発に役立てる予定である． 
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